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審査要旨 
 本論文は、フランス語によって執筆提出されたものであるが、論文の審査は日本語をもって行われた。以下の報告もまた日本語をも
って行うものとする。題名は日本語によっては、『象徴派における幻想と描写 ヴィリエ・ド・リラダン、ローデンバック、グールモン、シュウ
ォッブ』である。 
本論文は、フランスにおいて 19世紀に発展した幻想文学のうち、象徴主義の作家たちによる幻想的
作品における、幻想発現のありかたを検討して、その特色を明らかにしようとしたものである。 
フランスにおいて特に 19世紀を通じて発達した幻想文学特に幻想小説については、1950年代以降、
数多くの幻想文学研究が著されて、幻想の発現の起序が検討されてきた。その嚆矢といえるのがカス
テックス Castex であり、言語理論の立場で幻想の構造の読解に決定的な影響を与えたのがトドロフ
Todorovであった。しかしこの両者を軸とする幻想理論の多くが、「現実への非現実の侵犯」として幻
想をとらえるために、１）リアリズムを基盤として、２）語りによって幻想が表出する、とするもの
であった。しかし、論者は、象徴主義の作家たちの表した幻想は、そもそもリアリズムに立たず、ま
た語りによって侵犯が起こるのではなく、むしろ描写によってこれが起きているとみて、従来の幻想
文学論は象徴主義のもたらした幻想の豊かさを捉えきれていないと考える。〔第 1章〕 
ここから出発して論者は、描写による幻想の表出を理論的に捉えるために、レトリック理論を軸に
おいて描写の分析を提案する。語りの構造による幻想の表出理論は否定しないとしても、描写による
幻想表出の理解によってこれを補完することを可能にするためである。このために援用されるのは、
いくつかの言説 discours理論およびレトリック理論、ことにグループ μ のそれである。〔第 2章〕 
そのために、フランス幻想文学に大きな影響を与えたポーを強く意識してこれを受け止め、さらに
後のフランス作家にも影響を及ぼしたヴィリエ・ド・リラダン、その直接の影響を受けたローデンバ
ック、ポーとヴィリエとの意義を捉えなおしたグールモン、ポーの創作理論を深く理解しようとした
シュウォッブの 4 人の多様な作品群が対象とされる。それぞれの作品の分析的検討によって、象徴主
義における幻想を検証することが本論文の主眼である。それゆえに、上記作家一人につき 1 章ずつが
宛てられた以下の各章においては、幻想文学研究の現状でそれぞれがどのように捉えられているかを
確認し、さらに、ヴィリエにおいてはポーとの関わりが、後の 3 人においては、ポーとの関わりおよ
びヴィリエとの関わりを素描する項が設けられることになる。 
ヴィリエにおいては、『残酷物語』Les  Contes  cruelsに含まれる諸短編、『未来のイヴ』L’Ève  future
のごとき科学的言説を含む作品、オカルティスムとも無縁でない『アクセルの城』Le  Château  d’Axel
などの多様な作品の読み解きを通じて、多彩なレトリックによって死が物語り空間を覆いつくし、あ
るいはまたその物語の場が死の空間となるさまが明らかにされる。〔第 3章〕 
ローデンバックにおいても、『死都ブリュージュ』Bruges‐la‐Morteをそのもっとも優れた表現として、
愛と死がひとつに結びつく世界が、類似（アナロジー）の効果がうみだす暗示によって成立している
ことが示される。〔第 4章〕 
グールモンは、隠喩のもつ物語的な性格に意を用いる詩人でもあって、特に短編集『魔法物語』Les 
Histoires magiquesを対象として、物語の展開と、繰り返されるイメージ単位（イゾトピー）との交錯
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を手がかりとしてとらえられる隠喩の重層性から幻想の生まれていることがおのずと浮かび上がって
くる。〔第 5章〕 
シュウォッブにおいては、『二重の心』Cœur  double序文を手がかりに、ポーに学んだと考えられる
叙述のシンメトリー構造についての理解を検討したうえで、『二重の心』および『黄金仮面の王』Le Roi 
au Masque d’orに含まれる短編小説群を対象として、対立するものの対称的構造によって生まれる緊張
を通じて、意識的に非現実空間が作り出されていく様が読者に伝えられる。〔第 6章〕 
短い結論において述べられるように、象徴主義作家たちの幻想のエトスが詩の原理を散文に適用す
るところに生じたものであるか、あるいはまた、彼らの切り開いた途が、まっすぐに次代の作家たち
に受け継がれたものであるか、などについては、本論の分析からはいまだ直ちに演繹しがたいとして
も、各章において、従来の幻想理論では検討されず、等閑に付されてきた感のある象徴主義の作家た
ちの幻想を正面から取り上げてその特質を浮かび上がらせようとしたところに、本論文の主たる手柄
はあるといえる。 
多くの理論的著作類および、今日では必ずしも入手しがたい作品を含めて、多量のコーパスを用い、
一貫した方針の下に論を展開したことは明白で、このことは審査委員の等しく認めるところであった。
ただし、その論の展開および、作品に即しての分析に関しては、必ずしもこれを十全とはしがたいと
する指摘があったことは述べておかなくてはならない。 
すなわち、第 2 章に提示される作業仮説というべきものについては、審査委員においては、賛否は
別としてこれを理解することはできたが、各種の、言語理論に立脚する分析手法などが、いわば自明
のものとして提示されてあって、独立した学術書として読まれる場合には、理解に問題を残すことが
指摘された。また、この方法によらずとも、主題的方法によっても、同等の理解に到達しうるもので
はないかとの疑問も呈された。 
フランス語による記述は、その意欲と労は多とするものの、無謬というには遠く、一層の精進が必
要との指摘もあった。 
分析についても、特に第 5 章第 6 章は、それぞれの作品世界の主題的構造は結果的には浮かび上が
るものの、単に引用の列挙に終わる箇所もあり、これは幻想表出の解明に至っていないという全体の
構想とのズレも含んで、全体の中でもっとも練成の不足が惜しまれる部分であった。 
このように、弱点の指摘および、部分的には展開された論理に対する否定的な見解も呈されたので
あったが、すでに述べた如く、これまでの研究において不足していたフランス象徴主義における散文
表現の幻想について広範にこの素材を求めて、そのありかたを一定程度まで首肯できる方法で示した
こと、またそのための博捜の力においてみるべきところが明らかであることをもって、博士号を授け
るべき成果は挙げえていると判断された。 
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